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１．はじめに 

 
幹線道路は高いトラフィック機能が求められること

から、その道路計画では、交通量を計測することがまず

重要であった。生活道路では、アクセス機能はもちろん、

日常生活に近い空間であり、それにふさわしい機能が求

められる。交通の安全性や静穏性、コミュニティ活動の

場、近年では防犯性など。そのニーズにあった調査が必

要である。一方で、生活道路の延長は膨大で、そのネッ

トワークは複雑である。すべてのリンクを調査するには、

通常の定点観測では、膨大な調査員が必要となる。 

我が国で整備の遅れている生活道路の改善にむけて、

そのニーズにあった調査を安価に実現するひとつの手法

として、歩行者の視線から路上や沿道における交通状況

や沿道活動を調査する方法として、本稿では移動観測を

提案する。 

 
２．調査方法についての考察 

 
（１）定点観測と移動観測 

道路ネットワークの交通流を定点観測する場合を考

える。リンクの断面交通量を観測することでネットワー

ク全体の交通量を捉えるためには、そのリンク数だけの

調査員が必要となるため、ある程度のリンク数のあるネ

ットワークでは調査コストの人件費が膨大となる。また、

生活道路を対象とする場合、住宅地のあらゆる道路区間

に調査員が待ちかまえている状況は、住民への心理的負

担が大きい。 

そのため、実際にはノードに調査員を配置し、交差

点交通量を観測する方法をとることが多い。これにより

観測箇所を削減できる可能性が高く、調査コストと住民

への心理的負担の両方を減らすことができる。また、交

差点の方向別交通量を捉えることで、ネットワーク内の

ある程度の交通の流れを推測することも可能である。一

方で、方向別交通量の調査は煩雑であり、ある程度の交

通量が見込まれる場所や、交通手段別の交通量が必要な

場合など、複数の調査員を配置しなくてはならないケー

スも多い。ビデオ等による録画画像を使う調査法も考え

られるが、プライバシー保護の観点から住民の許可が必

要であろう。 

定点観測にかえて、移動観測による交通調査を検討

する。調査員は対象ネットワークを決められたルートで

巡回しながら、路上の交通主体を調査する。調査員は歩

きながら調査する。定点観測に比べた場合の調査員の数

は、出発する時間間隔による。調査員が少人数しか確保

できない場合、時間間隔が長くなるため、観測精度は低

下する。ただし、定点観測の場合と異なり、ネットワー

クのすべてのリンクを調査することが可能である。住民

への心理的負担は軽減できると考えられる。 

また、移動しながら調査するため、路上や路外に存

在する移動しない活動者を捉えることができる。定点観

測では、移動しない路外活動者を調査できない。この情

報は、交通機能以外の生活道路が担う多機能性の評価に

応用できる。 

ただし、幹線道路や交通量の多いリンクの交通調査

では、調査員と調査対象との相対速度が高まるため、定

点観測に比べて記録が困難となる。ピーク時間などで事

前調査を行うなどして、移動観測の可能性を十分に検証

しておく必要があろう。 

 
（２）移動観測による方法 

ここでは、住宅地内の生活道路のネットワークを想

定した場合に考えられる一方法を以下に示す。 

· 調査対象リンクを効率よく巡回するルートを決める。

一筆書きで巡回できれば、無駄が少ない。ただし、1
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ルートですべてのリンクを巡回するルートは、長く

なり、調査員の負担が課題となる。複数のルートを

設定する方が良い。 
· 巡回ルートを順方向と逆方向のそれぞれで出発し、

すれ違う交通主体を記録する。追い越したものや追

い越されたものは調査しない。逆方向の調査員が捉

える。 
· ある一定の時間間隔で調査員は出発する。調査員は

一定の速度で歩く。（あらかじめ調査員にリンクご

との所要時間の目安を伝えておく。） 
· 道路上の交通主体だけでなく、路上や路外の活動者

も調査対象とする。 
 
（３）移動観測による調査結果の可能性 

路上や路外の活動から、路上での立ち話や子どもの

みち遊びといった生活の場としての道路利用が計測でき

る。また、交通量と活動者をあわせて、防犯における自

然監視性の評価が可能である。さらに、通過交通調査な

どと組み合わせることで、面的に広がる住宅地での地区

交通計画のための調査への適用が期待できる。 

 
３．モデル地区での適用事例と活用の可能性 

 
（１）モデル地区での調査概要 

千葉市S町一丁目をモデル地区として、移動観測によ

る調査を実施した。約42.5haの面積を持ち、人口8,500

人、3,400世帯の地区である。S40年代に埋立てにより開

発された住宅地で、ほぼ全域が駅まで1km圏内にある。

図－1のように調査地区の各リンクを巡回する経路を設

定し、10分おきに、調査員が順方向、逆方向にそれぞれ

出発するものとした。2007年11月の平日と休日に実施し、

リンク毎にすれ違う歩行者、自転車、自動車、沿道活動

者の数、属性を記録（一単位20 分中に往復各2回、計4

回調査）した。交通量は、時間あたり交通量ではなく、

100mを歩いた場合にすれ違う交通量として基準化した。 

 
（２）「みまもり量」算出への応用 

この調査結果をもとに、防犯環境設計で重要とされ

る自然監視性を評価した。生活道路の移動者と活動者の

両方から歩行者に注がれる自然な人の目を定量化した

「みまもり量」1)を算出した。これは、前方一定距離内

の視線によって安心感を得られると仮定し、移動者（監

視者）と観測者（被監視者）の相対速度から、みまもる

時間を求めるものである。こうした指標の算定には、こ

の調査結果は非常に有効である。 

 
４．おわりに 

 
本稿では、定点観測に変わる移動観測について考察

し、モデル地区での適用を試みた。今後、移動観測が有

利となる条件についてのグラフ理論等による説明や、実

際の活用の可能性についての精査等が必要である。 
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図－1 調査対象モデル地区とルート 

 
図－2 調査票の例 


